業績集　：　滋賀医科大学　整形外科学講座 2005 by 滋賀医科大学　整形外科学講座
業績集　：　滋賀医科大学　整形外科学講座 2005
著者 滋賀医科大学　整形外科学講座
発行年 2014-08-04
URL http://hdl.handle.net/10422/7159
業 績 集
滋賀医科大学
整形外科学講座 2005
２００５年論文業績 
 
著書 
 
14 生体材料とインスツルメント 
松末吉隆  
勝呂徹、出沢明編. ナースの整形外科学.第１版.東京：中外医学社；2005：118-123. 
 
section-9 臓器・組織移植, 人工臓器 
松末吉隆  
岩本幸英、落合直之、木村友厚、富田勝郎、戸山芳昭、中村孝志編. 整形外科学・外傷学. 第７
版. 東京：文光堂；2005：291-298. 
 
Ⅵ その他の障害 ６．関節軟骨損傷の治療 
松末吉隆 
岩本幸英、黒坂昌弘監修. 整形外科 Knack&Pitfalls 膝関節外科の要点と盲点. 第１版. 東京：
文光堂；2005：188-192. 
 
総論 第４章 骨折に用いる固定材 
松末吉隆  
冨士川恭輔、鳥巣岳彦編. 骨折・脱臼. 改訂２版. 東京：南山堂；2005：63-100. 
 
膝関節「モザイク形成術」 
松末吉隆  
松井宣夫、立石博臣編. カラーイラスト 下肢手術完全マスター. 第１版. 東京：メジカルビュー
社；2005：170-176. 
 
第１６章 合併症とその対策 ２）骨折 
松末吉隆  
松野誠夫編. 人工膝関節置換術−基礎と臨床−. 第１版. 東京：文光堂；2005：443-448. 
 
 
 
リウマチ病セミナーXVI 
七川歓次(監修) 
第 1 版． 大阪：永井書店；2005 
 
人工椎間板 
福田眞輔 
七川歓次監修 リウマチ病セミナーXVI． 第 1 版． 大阪：永井書店；2005：259-273. 
 
OA の MRI像 
本城昌 
七川歓次監修 リウマチ病セミナーXVI． 第 1 版． 大阪：永井書店；2005：137-143. 
 
関節リウマチの頚椎後方手術の注意点 
高橋忍、猿橋康雄 
馬場久敏編. 脊椎外科の要点と盲点：頚椎. 第１版. 東京：文光堂；2005：265-267. 
 
論文（英語） 
 
The complete process of bioresorption and bone replacement using devices made of forged 
composites of raw hydroxyapatite particles/poly L-lactide(F-u-HA/PLLA) 
Shikinami Y, Matsusue Y, Nakamura T 
Biomaterials 2005；26：5542-5551. 
 
Posttraumatic Recurrent Dislocation of Extensor Pollicis Brevis Tendon over the 
Metacarpophalangeal Joint 
Imai S, Kikuchi K, Matsusue Y 
J Hand Surg 2005；30A：147-150. 
 
Nociceptive pathway and pathology of low back pain 
Imai S 
Current Rheumatology Reviews 2005；1：167-176. 
 
 
Perforated appendicitis causing thigh emphysema : A case report 
Ushiyama T, Nakajima R, Maeda T, Kawasaki T, Matsusue Y 
J Orthop Surg 2005；13：93-95. 
 
Acute subscapularis tendon rupture caused by throwing : A case report 
Yoshikawa G, Hori K, Kaneko H, Matsusue Y, Murakami M 
J Shoulder and Elbow Surg 2005；14：218-220. 
 
Extension of lumbar spine infection into osteoarthritic hip through psoas abscess 
Kumagai K, Ushiyama T, Kawasaki T, Matsusue Y 
J Orthop Sci 2005；10：91-94. 
 
Ruptures tendineuses des extenseurs radiaux du carpe chez une patiente souffrante de polyarthrite 
rheumatoide 
Tomizawa H, Shichikawa K, Yasuda M, Komiya Y 
Revue du Rheumatisme 2005；72：1163 
 
Phenotypic and functional analysis of lymphocytes infiltrating osteolytic tumors: use as a possible 
therapeutic approach of osteosarcoma 
Theoleyre S, Mori K, Cherrier B, Passuti N, Gouin F, Redini F, Heymann D 
BMC Cancer 2005；5：123  
 
論文（日本語） 
 
多重束膝屈筋腱を用いた後十字靱帯再建術後の骨孔拡大の検討 
岡本幸大、中川泰彰、鈴木隆、中村孝志、後藤匡志、松末吉隆 
日本臨床スポーツ医学会誌 2005；13：11-16. 
 
特集：膝関節疾患外来診療マニュアル 膝蓋大腿関節障害の診断と治療 
松末吉隆 
MB Orthop 2005；18：134-141. 
 
 
特集：膝の診断のコツと pitfall Editorial 「膝」を診る 
松末吉隆 
整形外科最小侵襲手術ジャーナル 2005；36：1 
 
特別講演 スポーツによる膝の傷害とリハビリテーション 
松末吉隆 
第２６回国立大学理学療法士学会誌 2005；26：3-6. 
 
術中体外照射骨環納法にて再建を行った仙骨軟骨肉腫の１例 
猿橋康雄、高橋忍、田中政信、江川雅章、松末吉隆 
中部整災誌 2005；48：613-614. 
 
当科における脊髄上衣腫の治療経験−９例の手術症例の検討− 
猿橋康雄、高橋忍、田中政信、森幹士、尾立征一、松末吉隆、福田眞輔 
中部整災誌 2005；48：815-818. 
 
肩甲下筋腱断裂（hidden lesion）評価におけるＣＴ関節造影の有用性 
吉川玄逸、兼子秀人、堀克弘、吉川正徳、松末吉隆、村上元庸 
肩関節 2005；29：377-381. 
 
背側プレート法（double plating 法）について 
本城昌 
MB Orthopaedics 2005；18：37-47. 
 
骨粗鬆症性脊椎骨折に対する椎体形成術における椎体整復度の検討 
今井晋二、菊地克久、田中政信、高橋忍、松末吉隆 
中部整災誌 2005；48：49-50. 
 
リウマチ性膝関節炎 
川崎拓 
整形外科最小侵襲手術ジャーナル 2005；36：64-71. 
 
 
人工膝関節置換術における大腿骨コンポーネントサイズの不適合による膝蓋大腿関節障害 
川崎拓、兼子秀人、松末吉隆 
日本人工関節学会誌 2005；35：341-342. 
 
バレーボールコーチに生じた股関節唇損傷に対し鏡視下手術により治療した一例 
川崎拓、兼子秀人、吉川玄逸、松末吉隆 
関西臨床スポーツ医・科学研究会誌 2005；15：29-30. 
 
関節リウマチにおける心病変 
川崎拓 
近畿リウマチ病研究会講演集 2005；16：39-48. 
 
脊柱後方矯正固定術を行った強直性脊椎炎の２例 
田中政信、高橋忍、猿橋康雄、福田眞輔、松末吉隆 
中部整災誌 2005；48：243-244. 
 
特集 指骨と中手骨骨折治療の最近の進歩 指骨骨折に対する low profile plate and screw 
systemによる治療 
児玉成人、今井晋二、松末吉隆、本城昌 
整形・災害外科 2005；48：1395-1400. 
 
Low profile plate and screw system を用いた手指骨折の治療成績 
児玉成人、今井晋二、松末吉隆 
日本手の外科学会誌 2005；22：472-477. 
 
保存的に治療した小児肩鎖関節損傷（pseudodislocation）の 1 例 
高瀬年人、瀬戸洋一、鈴木茂夫、二見徹、柏木直也、三宅孝宏 
整形災害外科 2005；48：1081-1083. 
 
下腿開放骨折の初期治療の誤りにより下肢切断寸前にまで及んだ 1 例 
高瀬年人 
小児看護 2005；28：841-845. 
 
上腕骨近位部骨折に対する創外固定による治療経験 
上中一泰、本城昌、福田眞輔 
日本創外固定・骨延長学会雑誌 2005；16：29-32. 
 
大腿骨頚部骨折両側例の検討 
永井宏和、塩出速雄、松下隆 
中部整災誌 2005；48：169-170. 
 
大腿骨近位部骨折における反対側骨折の検討 
永井宏和、塩出速雄、松下隆 
整形・災害外科 2005；48：1555-1559. 
 
後頭骨環椎癒合症に環軸椎亜脱臼を合併し高齢により脊髄症を発症した１例 
寺島大介、高橋忍、猿橋康雄、永井宏和、田中政信、松末吉隆 
整形外科 2006；57：1713-1716. 
 
脊椎外科 PICTURE TESTS −著明な頚部痛と斜頚、頚椎可動域制限を認める７歳児− 
荒木勧、高橋忍 
The Spine Perspective 2005；2(4)：7-9. 
 
